
★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

港
新
聞
８
面

０
３
１
５
０
８

口

藤

●
交
通
科
学
博
物
館
・
大
阪
環

状
線
開
業

周
年
記
念

ぐ
る

っ
と
ま
わ
っ
て

年

明
治

期
に
私
鉄
各
路
線
が
集
ま
り
、

そ
の
後
の
新
線
も
併あ

わ

せ
て
次
第

に
環
状
線
に
な
っ
て
い
く
様
子

や
開
業
ま
で
の
経
緯
、
各
駅
の

生
い
立
ち
な
ど
を
写
真
や
映
像

を
使
っ
て
紹
介
。
運
転
台
か
ら

の
３

テ
レ
ビ
映
像
、
鉄
道
模

型
ジ
オ
ラ
マ
、
全
線
高
架
完
成

式
出
発
式

写
真

や
弁
天
町

駅
で
の
開
通
式
の
写
真
も
。
三

月
十
九
日

五
月
二
十
九
日

十

十
七
時
入
館
、
月
曜
休
館

（
祝
日
な
ら
開
館
し
翌
火
曜
休
、

火
曜
も
祝
日
な
ら
振
替
休
な

し
、
春
夏
休
み
開
館
）
。
高
校

生
以
上
四
百
円
、
四
歳

中
学

生
百
円
。

弁
天
町
駅
す
ぐ
。

六
五
八
一

五
七
七
一
。

●
関
西
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団

第
２
回
奈
良
定
期
演

奏
会

音
楽
史
上
に
輝
く
革

新
的
大
交
響
曲
を
同
楽
団
首
席

指
揮
者
・
藤
岡
幸さ

ち

夫お

写
真
右

が
、
ロ
シ
ア
の
大
地
が
生
ん

だ
劇
的
コ
ン
チ
ェ
ル
ト
を
〇
五

年
シ
ョ
パ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
四
位

の
山
本
貴た

か

志し

写
真
左

が
奏

で
る
。
演
奏
曲
目
は

ベ
ー
ト

ー
ヴ
ェ
ン
‥
交
響
曲
第
３
番

英
雄

変
ホ
長
調
作
品

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
‥
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
第
１
番
変
ロ
短
調
作
品

。
四
月
三
日
（
日
）
十
五
時

か
ら
な
ら

年
会
館
大
ホ
ー
ル

（

奈
良
駅
西
口
す
ぐ
）
で
。

一
階
四
千
円
、
二
階
三
千
円
、

三
階
二
千
円
、
学
生
（
十
八
歳

以
下
・
一
階
の
み
）
二
千
円
。

六
五
七
七

一
三
八
一
。

●
港
図
書
館

み
ん
な
で
楽

し
む
♪
か
み
し
ば
い
会
♪

紙
芝
居
一
座
せ
ん
の
風

に

よ
る
大
人
も
楽
し
め
る
公
演
。

三
月
二
十
六
日
（
土
）
十
四

十
五
時
、
港
区
民
セ
ン
タ
ー
二

階
集
会
室
で
。
当
日
先
着
順

図
書
展
示

あ
な
た
に
こ
の
本

を

展

昨
年
の
新
刊
か
ら
図 山本貴志 藤岡幸夫

書
館
お
す
す
め
を
紹
介
。
四
月

三
十
日
ま
で
開
催
中

あ
か
ち

ゃ
ん
の
お
た
の
し
み
会

赤
ち

ゃ
ん
と
保
護
者
を
対
象
に
毎
月

第
一
金
曜
十
一
時
か
ら

お
た

の
し
み
会

幼
児
を
対
象
に
毎

週
水
曜
十
五
時
半
か
ら
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
・
手
遊

び
・
わ
ら
べ
う
た
の
紹
介
な

ど
。
六
五
七
六

二
三
四
六
。

●
港
近
隣
セ
ン
タ
ー
懐
か
し
の

名
画
大
会

斬
る

監
督
は

三み

隅す
み

研
次
。出
演
は
市
川
雷ら

い

蔵ぞ
う

、

藤
村
志し

保ほ

他
。
六
二
年
作
品
。

四
月
八
日（
金
）十
四
時

。
会

費
百
円

同
セ
ン
タ
ー
は
八
幡

屋
一

四

二
〇
（
入
舟
公
園

隣
）。問
合
せ
は

六
五
七
二

〇
〇
二
〇
大
阪
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
協
会
港
区
支
部
協
議
会
へ
。

●
弁
天
町
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー

オ
ー
ク
弁
天
寄
席

関
西

を
中
心
に
活
躍
す
る
中
堅
・
若

手
芸
人
に
よ
る
定
例
地
域
寄

席
。
落
語
、
講
談
、
漫
才
な
ど

毎
回
多
彩
な
出
し
物
で
人
気
。

出
演
は
笑
福
亭
学が

っ

光こ
う

（
徳
島
出

身
の
落
語
家
）
、
旭
堂
南な

ん

鱗り
ん（
大

阪
出
身
の
講
談
師
）
を
レ
ギ
ュ

ラ
ー
に
、
今
回
は
桂
文ぶ

ん

也や

、
笑

福
亭
松し

ょ

五う
ご

も
。
三
月
二
十
三
日

（
水
）
十
九
時

二
十
時
半
。

入
場
無
料
。
当
日
先
着
百
二
十

名
。
六
五
七
七

一
四
三
〇
。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

市
岡
在
住
の

シ
ャ
ン
ソ
ン
歌
手
・
松
浦
由
美

子
さ
ん

写
真

主
宰
の
音
楽

喫
茶
。
毎
月
様
々
な
企
画
。

大
阪
大
空
襲
か
ら
六
十
六
年

朗
読
を
交
え
て
松
浦
さ
ん
が
愛

と
平
和
を
歌
う
。
三
月
十
三
日

（
日
）十
五
時
か
ら
。
一
飲
物
付

二
千
円

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
フ
ェ

様
々
な
楽
器
や
歌
の
組
み
合

わ
せ
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
演
奏
。

毎
月
第
一
金
曜
十
九
時
か
ら

（
四
月
は
一
日
、ピ
ア
ノ
連
弾
）。

一
飲
物
付
二
千
円
。
定
員
十
五

人
、
要
予
約

は
な
ま
る
カ
フ

ェ

様
々
な
楽
器
や
歌
の
組
み

合
わ
せ
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
を
中
心

に
演
奏
。
毎
月
最
終
金
曜
十
九

時
か
ら
（
三
月
は
二
十
五
日
、

ピ
ア
ノ
と
ホ
ル
ン
）
。
一
飲
物

付
千
円

天
王
寺
区
上
本
町
六

二

三
七
、地
下
鉄
谷
九

、

六
七
六
七

〇
〇
一
二
。

●
関
西
フ
ィ
ル
と
と
も
に
歩
む

会

周
年
総
会
記
念

春
待
ち

コ
ン
サ
ー
ト

弁
天
町
を
拠

点
に
活
動
す
る
関
西
フ
ィ
ル
ハ

ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
を
応
援
す

る
市
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
総
会

を
兼
ね
た
コ
ン
サ
ー
ト
。
同
楽

団
の
円
熟
メ
ン
バ
ー
（
オ
ー
ボ

エ
、フ
ァ
ゴ
ッ
ト
、ヴ
ァ
イ
オ
リ

ン
、
ピ
ア
ノ
）
が
演
奏
（
最
初

の
約
十
分
間
は
総
会
）
。
演
奏

曲
は

バ
ッ
ハ
‥
協
奏
曲
第
二

楽
章

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
‥
デ
ィ

ベ
ル
テ
ィ
メ
ン
ト

・
５

イ
ン
ヴ
ェ
ン
シ
ョ
ン
‥
三
声
よ

り

パ
ッ
ヘ
ル
ベ
ル
‥
カ
ノ
ン

朝
ド
ラ
の
テ
ー
マ
曲
‥
さ
く

ら

エ
ル
ガ
ー
‥
朝
の
歌

な

ど
。
三
月
二
十
七
日（
日
）十
四

時
か
ら
オ
ー
ク
ホ
ー
ル
（
弁
天

町
オ
ー
ク
２
番
街
西
館
六
階
）

で
。
高
校
生
以
上
千
八
百
円
、

中
学
生
以
下
八
百
円
。
乳
幼
児

入
場
不
可
。
要
電
話
予
約
。

六
五
七
四

七
七
五
六
足
立
。

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
は
た
な
か

絵か
い

賊ぞ
く

屋

石
川
宗
明
展

三
月

二
十
四
日

四
月
三
日
（
三
月

三
十
日
休
）
十
二

十
七
時

行
商
美
術

四
月
十
四
日

五

月
一
日
（
四
月
二
十
、
二
十
七

日
休
）
十
一

十
九
時
（
最
終

日
十
七
時
ま
で
）
入
場
無
料
。

港
区
役
所
向
か
い
。

六
五
七

二

五
九
八
七
。

●
喫
茶

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ハ

ハ

ハ

月
替
わ
り
で
季
節
感

溢
れ
る
企
画
。
三
月
は
毎
年
恒

例
の

ま
ち
か
ど
の
近
代
建
築

写
真
展

。
今
回
の
テ
ー
マ
は

郵
便
局
舎
。
全
国
の
懐
か
し

く
味
わ
い
の
あ
る
郵
便
局
舎
を

一
堂
に
。
四
月
九
日
ま
で

七

時
半

十
八
時
（
土
祝
十
一
時

）、水
日
休
。
海
岸
通
一

五

二
八
天
満
屋
ビ
ル
（
地
下
鉄

大
阪
港

出
口
か
ら
西
へ
歩
五

分
）
六
五
七
六

〇
八
八
〇
。

●
港
絵
画
教
室

展
覧
会

港
高
校
の
開
放
講
座
と
し
て
発

足
し
た
同
教
室
が
自
主
的
活
動

を
始
め
て
十
二
年
。
西
原
尚
美

講
師
の
指
導
で
生
徒
二
十
数
人

が
油
絵
、
ス
ケ
ッ
チ
、
ク
ロ
ッ

キ
ー
等
を
制
作
。
一
年
の
成
果

を
発
表
。
年
間
受
講
料
一
万
二

千
円（
二
〇
一
〇
年
度
）。
会
場

は
イ
ン
グ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
弁

天
町
オ
ー
ク

ボ
ウ
ル
イ
ン

グ
ス

内
、
朝
十
時

深
夜
二

時
、
無
休
）
で
三
月
十
三

二

十
六
日
（
最
終
日
十
五
時
迄
）
。

（
１
行

税
込
１
０
０
０
円
）

●
貴
方

あ
な
た

の
人
生
を
冊
子
に

聞

き
取
り
・
文
章
化
料
金
は
四
百

字
（
原
稿
用
紙
一
枚
）
千
円
が

標
準
（
冊
子
五
冊
ま
で
無
料
）
。

６
５
７
１
・
４
６
３
６
飯
田

●
洋
服
サ
イ
ズ
直
し
ま
す

い

い
服
な
の
に
ピ
ッ
タ
リ
し
な
い

そ
ん
な
時
に
。
簡
単
な
直
し

で
も
お
気
軽
に
。

０
９
０
・

５
８
９
８
・
１
９
４
５
セ
ツ

●
放
課
後
・
夏
冬
春
休
み
は
学

童
保
育
へ

入
所
児
募
集
。
見

学
無
料
体
験

。家
族
的
雰

囲
気
。
区
内
に
三
カ
所
。

６

５
７
５
０
３
３
５
あ
り
ん
こ
。

※
い
ず
れ
も
ハ
ガ
キ
に
今
月
号

の
感
想
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
名
を
書

い
て

日
必
着
で
港
新
聞
へ
。

●
交
通
科
学
博
物
館
（
上
段
に

案
内
）招
待
券
を
ペ
ア
２
組
に
。

●
関
西
フ
ィ
ル

第
２
回
奈
良

定
期
演
奏
会
（
上
段
に
案
内
）

１
階
席
招
待
券
ペ
ア
１
組
に
。

●
あ
ん
が
い
お
ま
る
一
座

楢

山
節
考
』（
７
面
に
案
内
）招
待
券

を
ペ
ア
２
組
に（
日
時
指
定
）。

●
ガ
ッ
ト
ネ
ロ

は
な
ま
る
カ

フ
ェ

（
上
段
に
案
内
）
招
待

券
を
ペ
ア
１
組
に
。

（
前
号
あ
ら
す
じ

昭
和
十
九

年
九
月
に
高
知
県
の
陸
軍
部
隊

に
入
隊
し
た
私
は
同
年
末
に
日

本
を
離
れ
、
翌
二
十
年
二
月
、

中
国
南
部
の
福
建
省
に
到
着
。

八は
ち

路ろ

軍
と
の
戦
闘
は
壮
絶
を
極

め
、
犠
牲
が
相
次
い
だ

）

◆
至
近
弾
不
発
で
命
拾
い

あ
る
戦
闘
で
は
敵
の
迫
撃
砲

弾
が
飛
ん
で
く
る
の
が
は
っ
き

り
見
え
、

こ
れ
ま
で
か
！

と
覚
悟
し
ま
し
た
。
が
、
弾
は

一

ほ
ど
後
ろ
の
土
中
に
め
り

込
ん
だ
の
で
す
。
不
発
に
胸
を

な
で
下
ろ
し
な
が
ら
、
以
前
に

小
隊
長
が
や
ら
れ
た
事
と
併あ

わ

せ
、
八
路
軍
の
射
撃
の
正
確
さ

に
感
心
し
た
も
の
で
し
た
。

戦
闘
が
終
わ
る
と
死
者
を
荼だ

毘び

に
付
し
ま
し
た
。
大
き
な
穴

を
掘
り
、
薪ま

き

の
上
に
遺
体
を
並

べ
、
名
前
を
控
え
て
か
ら
油
を

か
け
、
火
を
着
け
る
の
で
す
。

そ
の
傍そ

ば

で
不
寝
番
を
し
た
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
が
、
物
凄す

ご

い
臭

い
、そ
れ
に
内
臓
が
焼
け
る
パ

シ
ャ
ー

プ
シ
ュ
ー
と
い
う

音
が
今
も
頭
か
ら
離
れ
ま
せ
ん
。

◆

度
胸
試
し

と
銃
剣
で

そ
ん
な
中
、
八
路
軍
の
兵
士

が
捕
虜
に
な
り
、
処
刑
さ
れ
ま

し
た
。
ま
だ
二
十
二

三
歳
で

下
士
官
の
よ
う
な
そ
の
兵
士
は

木
に
縛
ら
れ
、
目
隠
し
を
拒
否

し
、
中
国
語
で
何
か
叫
び
続
け

て
い
ま
し
た
。

度
胸
試
し
に
や
れ

と
の

上
官
命
令
を
受
け
た
初
年
兵
が

銃
剣
を
構
え
て
突
進
し
、
兵
士

の
胸
を
突
き
ま
し
た
。
が
、
躊た

め

躇ら

い
か
ら
そ
の
力
は
弱
く
、
続

い
て
二

三
人
が
同
じ
こ
と
を

や
ら
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
、
兵

士
は
息
絶
え
ま
し
た
。
最
後
に

上
官
が
日
本
刀
を
首
へ
振
り
降

ろ
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
一
度

で
果
た
せ
ず
、
何
度
か
試
み
て

落
と
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

や
ら
ね
ば
や
ら
れ
る
戦
闘
の

渦か
ち

中ゅ
う

と
は
い
え
、
口
に
で
き
ぬ

ほ
ど
辛つ

ら

い
経
験
で
し
た
。

◆
山
越
え
で
置
き
去
り
も

そ
ん
な
戦
闘
の
後
、
福
州
の

本
隊
に
戻
る
と
、

関
東
軍
が

引
き
揚
げ
る
の
で
満
州
へ
行

け
と
の
命
令
が
下く

だ

り
ま
し
た
。

元
気
な
者
は
徒
歩
の
山
越
え

で
、
弱
っ
た
者
は
船
で
、
遥は

る

か

北
の
満
州
を
目
指
し
ま
し
た
。

雨
期
の
行
軍
は
苛
酷
で
し
た
。

靴
は
擦す

り
減
り
、
服
は
ボ
ロ
ボ

ロ
、
眠
り
な
が
ら
歩
き
続
け
ま

し
た
。
私
の
よ
う
な
若
い
兵
隊

は
そ
れ
で
も
耐
え
ら
れ
ま
し
た

が
、
三

四
十
代
の
補
充
兵
の

多
く
は
バ
タ
バ
タ
と
倒
れ
ま
し

た
。

頑
張
れ

と
励
ま
し
て

も

も
う
え
え
ん
や

と
起
き

上
が
ら
ず
、
置
き
去
り
に
す
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
中
、
田
所
と
い
う
戦

友
が
栄
養
不
良
と
過
労
で
鳥と

り

目め

に
な
っ
た
の
で
、
私
が
手
を
引

い
て
や
り
ま
し
た
。
隊
か
ら
遅

れ
て
も
、
目
の
い
い
私
は
足
跡

を
見
つ
け
な
が
ら
手
を
引
き
続

け
ま
し
た
。
も
う
置
い
て
行
っ

て
く
れ

と
泣
き
出
す
田
所
を

叱
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

◆
後
続
隊
が
盆
地
で
全
滅

あ
る
晩
、
我
々
の
隊
は
盆
地

の
底
に
着
き
ま
し
た
。
が
、
こ

こ
で
狙
わ
れ
た
ら
全
滅
す
る

と
の
上
官
判
断
で
疲
れ
た
体
に

鞭む
ち

打
っ
て
山
を
登
り
ま
し
た
。

そ
の
明
け
方
、
後
続
の
隊
が
そ

の
盆
地
で
集
中
攻
撃
を
浴
び
て

い
る
の
が
見
え
ま
し
た
。
急
ぎ

駆
け
降
り
た
時
に
は
も
う
敵
の

姿
は
な
く
、
多
く
の
死
体
が
散

乱
し
て
い
る
ば
か
り
で
し
た
。

無
念
の
思
い
で
再
び
山
上
に

戻
る
と
、
今
度
は
何
と
、
残
し

て
き
た
輜し

ち

重ょ
う

兵
（
馬
の
世
話
な

ど
を
す
る
兵
隊
）
が
襲
わ
れ
、

馬
も
荷
物
も
奪
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
や
む
な
く
上
官
命
令
で
近

く
の
村
に
押
し
入
り
、
馬
や
衣

類
を
調
達
し
、
次
の
目
的
地
へ

と
進
み
ま
し
た
。
（
つ
づ
く
）

中

く
ぼ

た

い
ず
み

）（
弁
天

）

く
ぼ

た

い
ず
み

）（
弁
天

）

今
月
の

語
る
人

今
月
の

語
る
人

昭
和

年
９
月
、
高
知
県
の
陸

軍
部
隊
に
入
隊
し
た
頃
の
私
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